
令和６年度 薩摩川内市立川内中央中学校 学校経営グランドデザイン

めざす
学校像

めざす
教師像

Ｄ

礼節を重んじ，自ら正し
く考え，行動する生徒

目標をもち，粘り強く
学び続ける生徒

めざす
生徒像 Ｐ

互いに切磋琢磨し，自他
を大切にする生徒

○生徒一人一人の夢を形づくる
活気あふれる学校

○生徒一人一人に活躍の場や
居場所がある学校

○規律と秩序を重んじ，安心・
安全で整備された学校

○保護者や地域に愛され，信頼
される開かれた学校

○使命感と職責感にあふれ，
生徒とともにある教師

○仕事にやりがいをもち，積極
的に経営に参画する教師

○「チーム」力にあふれ，資質
を高めあう教師

○生徒や保護者，地域から信頼
される教師

主体的に考動し，心豊かでたくましい生徒の育成

○凡事徹底
(あいさつ・時間・

整理整頓）
○無言作業の徹底
○生徒会活動の充実(AKP活動
の推進，校則・制服の見直し)

○小さな違和感の重視(いじめ・不登
校等の未然防止）
○チームとしての取組の充実(組
織的対応・報連相の徹底）
○生徒指導に関する
小学校との連携

○自己肯定感や自己効力感
の高揚(一人一役など）
○進路指導の充実(３ヶ年を見
通した各学年の指導の工夫）
○「体力アップデー」の取組の充
実(生徒会活動との連携）

○感染症・熱中症対策の徹底

○危機意識・危険予知能力の高揚(避
難訓練・交通指導・給食指導の徹底）
○安心・安全な環境整備(安全
点検の徹底）

○学業指導の徹
底(１分前着席など）

○授業改善の推進(目標の明確化，
目標とまとめの整合性，見通し
をもたせる手立て，｢書く活動｣
の充実，効果的な話合い活動など）

○共通実践事項の推進(｢やり取り帳｣の
内容改善，｢振り返り｣の徹底）
○諸検査の分析結果に基づいた
指導法の工夫
○全国学調・定着度調査への対応

○タブレットの有効
活用

○地域貢献を視点とした取
組の推進(学校運営協議会,
地区コミュニティ協議会等)

○様々な媒体を活用した積極的な広報
活動(保護者,地域,学校運営協議会等)
○保護者との信頼関係の構築(傾
聴と共感の姿勢，学級ＰＴＡや三
者面談等の有効活用)
○各関係機関との迅速かつ積
極的な連携(SSW,SC,北部
児相,警察など)

感動する心 思いやりの心 感謝する心 耐える心
【生徒会スローガン（キャッチフレーズ）】

Ａ

「川内中央中学校区らしい
魅力ある小中一貫教育の推進」

～『四つ葉のクローバープロジェクト』
による教育実践を通して～

Ａ

自 主 友 愛 好 学 学校運営協議会等連携 小中一貫教育

＜小中一貫教育目標＞＜学校運営協議会＞

○学校関係者評価Ｃ
○各種学力調査結果：県平均以上
○「学校生活が楽しい」生徒の割合：95％以上 ○「授業が分かる」生徒の割合：80％以上

○ICTの日常的活用率：100％

○授業における「振り返り」の実施率：100％
○虫歯治療率：70％以上

○「報・連・相」の徹底：100％ ○校外研修等への出席：一人１回以上
○学級ＰＴＡの保護者出席率：50％以上

○授業におけるタブレットの活用率：80％以上

○「リフレッシュデー」達成率：90％以上

○諸検査分析結果の活用率：100％

○職員会議等：40分以内

○１分前着席：100％

「創」 ～ 創り上げる 新たな道 ～


